（参考様式）
企画提案書

1． 実施方針（本事業を実施するに当たっての基本的な考え方）
[bookmark: _GoBack]【生活困窮者自立支援法の趣旨に則り、本県の状況等を踏まえての第２のセーフティネットとして本事業が果たすべき役割について記載】



２．業務内容について
（１）具体的な手順と支援手法
①　支援対象者に対する家計管理に関する支援


②　滞納の解消等に向けた支援
　

③　債務整理に関する支援
　

④　貸付のあっせん
　

　　⑤　その他【上記以外の新規提案事項等】
　　


（２）関係機関、地域支援団体との連携について
　①　関係機関等との連携の必要性【具体的事例を示し、理由も含めて記載】
　

　②　連携関係の構築及びネットワークづくり【上記関係機関等との関係構築等について記載】
　　


３．応募事業者について
（１）応募事業者の組織体制


（２）監督庁の指導（５年以内）における指摘事項の有無及び是正状況


（３）相談支援に類する過去の取組実績（５年以内）
　

（４）情報の収集とその活用方法などについて
　　　【専門家との連携、研修の開催など、本業務に必要な情報の収集等についての考えを記載】
　

（５）安全管理及び危機管理体制【緊急時の対応や個人情報管理の観点を踏まえて記載】
　

（６）苦情が申し立てられた場合の対応・処理方法
　














４．本業務の運営体制
（１）本業務への従事者数
　

（２）従事者ごとの、保有する資格名、実務経験の内容及び経験年数
　

（３）相談支援業務に関する専門家との連携、研修等の参加状況（予定も含む）
　

（４）相談支援等に対応可能な曜日、時間帯


